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　独立を考えていた5年ほど前、ネット検索で同友会（京阪支

部）を知りました。ゲストで参加すると大歓迎され、何度も通う

ことに。2017年に起業、同友会にも正式に入会。そして届い

た月刊誌「中小企業家」に封入されていた訪中団のチラシが目

に留まりました。同友会メンバー手作りの中国旅行、工場見学

や大学生との交流もある、行きたい！

　かつて商社に勤めて中国貿易の経験がありました。いつかは

行きたかった中国。しかし、経営者の皆さんに交じって「私など

が一緒に行って大丈夫か」。心配は杞憂でした。温かく迎えても

らえ、生涯の旅行の中でも屈指の良い経験になりました。

　指針セミナーで作った経営理念は「英語を通して世界中の

人々の心をつなぐ架け橋になる」こと。同友会で海外に目を向

けているのは唯一ここ（日中）だけ。製造業を中心に多彩なメン

バーがいて毎年中国に行っている。中小企業経営者がビジネ

スで海外展開するなら、ぜひサポートしたい。自らの語学力と

貿易実務の経験を生かしてビジネスの成功事例を出すこと、そ

れが目標です。

　いま日本には多くの外国人がいます。英語が少しでも話せれ

ば外国人を違和感なく受け入れることができる。だから英語を

教える対象は「英語が苦手」と思っている人。中学英語を使って

少し上のレベルをめざします。日本人の英語力の底上げがねら

いです。

　事業の新たな柱になったのが外国人プロスポーツ選手への

会計サービスです。彼らも税務申告が必要で、そのお手伝い。

NTTドコモのラグビーチーム「レッドハリケーンズ」とご縁があ

りました。税務も日本語も不案内な外国人選手たち。一生懸命

英会話スクール講師・運営、翻訳・通訳、外国人プロスポーツ選手への会計サポート

など。西支部所属。

「Pink Rose」の花言葉：温かい心・感謝・気品・可愛らしさ ――　優しく・温かく・そし

て人として可愛らしくありたい！ 

に関わると口コミで仕事がどんどん増えました。

　やがてNTTドコモ本体と業務契約する話が舞い込みました。

ならば向こうから求められる前に「箱を作ろう」と、この5月に法

人化しました。そもそも今年2月、西支部で車座形式の例会報

告をしたとき「2020年8月に法人化します。応援よろしくお願

いします！」と宣言していました。とは言ったものの内心は心配。

その直後に降ってわいたドコモの話を契機に前倒しで法人化し

たわけです。「言っていると本当になる」を実感しました。法人化

に際しては同友会の仲間（特に士業のメンバー）が支部を超え

て応援してくれました。「同友会で出会って一緒に学んでいる人

たちに支えていただいたからこそ、ここまでこれた」と語ります。

　社会人としてのスタートは大手の医薬品企業で、のちに商社

も経験。ビルメンテナンスの仕事には14年間従事します。厳し

い個人経営を内側から支える日々は、人とお金の苦労の連続。

数々の修羅場をくぐり抜ける中で体調が悲鳴を上げました。

40歳を過ぎてさまざまな過去をリセット。そして好きな英語で

独立・開業にこぎつけました。

　「世の中みんなのためになる仕事をする。いままでの経験は

そのためにあった。神様は私に経験を与えはった。やっと過去

のつらさを受け入れることができた」と振り返ります。

　同友会の行く先々で見せる広瀬さんの笑顔の底にあったの

は、過去の分厚い人生経験でした。それこそが未来のビジネス

にバラの花を咲かせる根っこに違いない、そう確信した取材で

した。

まとめ　坂元鋼材（株）　坂元　正三

英語を通して人々の心をつなぐ！

「英語を軸とした事業展開」を掲げて2年前に起業した広瀬さん。同友会では支部にと
どまらず指針セミナー、役員研修講座などでも精力的に学びます。そして日中経済交流
研究会でも大活躍。そのエネルギーの原点を探るべく取材しました。

同友会、そして日中との出会い

英語を通して社会貢献

目標より1年早く法人化

過去のすべてに感謝
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